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「不安」の諸相を理解する視点に関する検討

一近年の不安研究を素材として一

筑波大学心理学系　山本　誠一

Examination　of　basic　viewpoints　on　various　aspects　of　anxiety

Seiichi　Yamamotoσ㈹〃〃θψP8ツ6んolo馴、び〃加θγ∫｛りげT8％后〃α，T3〃肋α305，〃切〃

　　The　purpose　of　this　study　was　to　c1arify　some　basic　viewpoints　on　various　aspects　of　anxie－

ty．Recent　Japanese　studies　on　anxiety　were　reviewed．As　a　resu1t，twenty　three　basic　viewpoints

inc1uding“viewpoints　on　implicit　or　exp1icit　anxiety”，“viewpoints　on　trait　or　state　anxiety”，

“viewpoints　on　deve1opmenta1anxiety　or　not”etc．were　obtained，The　great　usefu1ness　of　those

viewpoints　to　future　studies　on　anxiety　is　discussed　in　the　conc1usion．

Key　words：anxiety，viewpoits　on　anxiety，Japanese　studies　on　anxiety，review．

間題と目的

　19世紀の中頃より，近代思想の崩壊，つまりいわ

ゆる理性の立場からの観点の歴史的挫折を契機に，

実存主義哲学や精神分析学などの考えが生まれ，ル

ネッサンス以来看過されてきたパーソナリティの非

合理的で力動的な無意識的部分が再認識され重視さ

れていった．どこか人間的で，漠然とした感じを持

ち，明確化への抵抗などの点を特徴とする“不安”

に関しても，それまでの“恐怖”という言葉で一括

されていた状況から，“不安”の問題（霜山，1979）

として，学問の上でも扱われることになっていった．

例えば，実存主義哲学のKierkegaard（1844）は，「不

安とは恐ろしいものへの熱望であり，共感的な反感

である．不安は個人を支配する性質の異なる力で

あって，人はそれを振り払うこともできないし，振

り払う意志ももたない．なぜかというと，人は恐が

るが，しかし恐いものを熱望するからである」と考

察し，精神分析学を創始し発展させたFreud，S
（1917）は，・「不安」のもつ我々人間に取っての重要

性を指摘して「不安の問題があらゆる最も重要な問

題の集中する交差点であることは確かです．そして

この問題は，それを解決すれば，私どもの心的生活

全体の上に豊かな光が降り注がれるにちがいないと

思われるような，一つの謎なのです．」と述べている．

　以来，不安に関する問題は，意識的にしろ無意識

的にしろ，不安を扱う人の不安の捉え方の違いによ

り，様々な側面からの検討が世界中でなされ，今な

お精力的に研究が進められている現状である．また

このような不安研究の数の多さとその多様性は，ま

さに不安という現象の本質が，多義的で不明確でう

つろい易い（易変性）という特質と，同時にどの時代

でもどんな人間でも経験する，普遍的で不可避の，

確実な経験であるという特質を併せもっていること

を，反映した結果であると思われる．不安の問題は

どこか合理では割り切ることのできない矛盾を含む

「人問性」の本質に根ざしているわけである．

　ところでこのような不安事態のもつ漠然とした特

質により，その定義も一義的には定まらないことに

なる．例えば，笠原（1993）は精神医学の立場から「漠

然とした未分化な恐れの感情．しばしば行われる区

別によれば，恐怖（fear）がはっきりした外的対象に

対するものであるのに対し，不安は内的矛盾から発

する，対象のない情緒的混乱で，重いものになると，

心的矛盾感覚の極であり，情緒生活の完全な解体で

ある．また破局的状態におかれた有機体の主観的経

験を不安と定義することもある［k．Go1dstein］．不

安は多少とも身体的表出を伴い，動悸，胸部絞担感，
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発汗などから瞳孔拡大に至る多彩な白律神経症状を

呈する．……」と説明し，都留（1981）は心理学の立

場から「自己の将来に起こりそうな危険や苦痛の可

能性を感じて生じる不快な情動現象をいう．恐怖

fearと区別しない研究者も多い．しかし，恐怖には

特定の対象があり，可能ならばそれに立ち向かうこ

ともできれば回避もできるが，不安は漠然としてい

て，はっきりとした対象がなく浮遊（浮動free－

f1oating）しているため，これに対しては不明確な危

機感・無力感などが生じる．……」としている．さ

らに霜山（1979）は「……興味深いことには，19世紀

にはほとんど不安という言葉は使われていない．そ

の代わりに恐怖という言葉が使われた．それが今日

のようになったのは実存哲学と精神分析学の影響に

よる．現在では恐怖は主としてある特定の対象があ

る場合に用いられ，不安は漢然とした一般的な恐れ

で，特別な対象をもっていないとされる．しかし，

もとよりこの区別は相対的なものであり，例えば死

に対する恐怖ということがいえると同時に，あらゆ

る不安は結局はその背後に死が出没しているという

こともいい得る．……」，また「……不安は人格の

成熟度に関係なく，原始的人格にも強いこともあれ

ば，成全度の高い人格にも強く認められることもあ

る．しかし，この場合，常に不安の質に注目しなけ

ればならないであろう．不安の心理学は不安の生理

学や哲学，社会学から自由でなければならないが，

しかし，これらをも包摂する広い視野においてのみ

理解され得る．……また乳幼児期，児童期，青年期，

老年期などの不安の質の相違を理解することも必要

である、」など，不安は多面的で広がりをもつもの

であり，ある一つの観点からのアプローチの重要性

を認めつつも，さらなる不安理解にはそれにとらわ

れず広い視野に立つことが不可欠なことを強調して

いる．

　本研究では，以上のような多面性をもつ「不安」

の諸相を，より総合的な観点から把握できる，幾つ

かの基本的視点を探求する試みを行うものである．

具体的には本研究の目的は，次の2つからなる．つ
まり最近15年間の本邦での心理学を中心とする不安

研究の文献（その実際は文献を参照のこと）をマテリ

アルとして，ユ）個々の研究の中で「不安」がどう

いうものとして捉えられているかという点に焦点を

当て，不安の諸相をより総合的に把握し得る幾つか

の基本的視点を明確にすること，および2）抽出さ

れた諸視点を基にして，今後の不安研究の発展の一

可能性を展望すること，である．

第16号

方　法

1．文献検討の方法

　まず，今までの不安研究をそg一テーマ・アプロー

チに基づいて大まかに分類し，その後，分類された

各ブロック毎にそこに該当する個々の研究・論考が

扱っている「不安」というものが，どのようなもの

であるかを検討し，そこからより総合的な不安把握

のための基本的視点を抽出する．この作業をすべて

のブロックの個々の不安研究について進め，重複や

欠落なくできる隈り全体を網羅できるような幾つか

の基本的視点を提出する．

2．不安研究の分類と不安把握の基本的視点の抽出

　最近15年間の本邦での不安に関する研究や文献に

ついて，その研究テーマやアプローチ方法に基づい

て分類したところ，以下のように8つに分類された．

①人聞の生に関わる実存的不安や不安白身の意味や

意義，価値を扱うもの，哲学的・人間学的な立場か

らの不安研究．

②児童期，青年期，老年期などの各発達段階におけ

る特徴的な不安，主に発達心理学・青年心理学・老

年期心理学の立場から不安研究．

③パーソナリティの文脈で不安を扱うもの，主に人

格心理学の立場から不安研究．

④対人不安に関するもの，主に臨床心理学・杜会心

理学の立場からの不安研究．

⑤不安を除去，軽減するべき対象とする，心理臨床

学・臨床心理学などの立場からの不安研究．

⑥教室場面でのテスト不安や促進不安など，主に教

育心理学的な立場からの不安研究．

⑦不安尺度に関するもの，主に不安を客観的に1則定

する不安尺度研究の立場からの不安研究．

⑧不安を遂行行動・生理指標を用いて研究する，主

に実験心理学的な立場からの不安研究．

　次に以上の8分類の各分類毎に個々の研究の中

で，どのように「不安」を捉えているかについて，

吟味検討していく．

（1）人間の生に関わる実存的不安や不安自身の意味

や意義，価値を扱うもの，哲学的・人問学的な立場

からの不安研究における「不安」の観点、

　大宮（1986）は，排除と不安という視点から現代社

会論を展開し，理性という一つの面のみを過度に尊

重し，自分白身の実感への信頼や自己（他者）を信ず

るということ等その他の要素を否認し排除するとい

う，現代の構造こそが，様々な病理や「不安」を生
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み出すとし，多義的で暖昧で不安定で矛盾した存在

の人問を理解可能とする批判的理性（明析性）が重要

だと論考する．ここで扱われている「不安」は，生

活感情や時代感覚に近いもので，対象の不明確さ（対

象の意識化の程度）という視点からは，不明確さは

高く，抽象的なものへの不安で，持続性の点ではそ

の時点の反応性の不安というより今も含めて将来に

わたって漂う不安であり，また恐ろしさの強度とい

う視点では，それほど強いものではなく，性格特性

ではなく一種の状況不安であると思われる．不安の

原因という視点からは，現代社会の構造が不安が生

じるもとであるとされている．

　三浦（1983）は，「人問の不安，その意味と価値」

という論文で，心理臨床と実存主義的な立場のロ

ロ・メイや精神医学者の岩井寛，宮本忠雄・小宮山

実，そして哲学的・神学的な立場からティリッヒ，

ヤスパース，ガブリエル・マルセル，エティエンヌ・

ジルソン，ティヤール・シャルダン，V・フランク

ル，そして新訳聖書などの「不安」の定義や説をあ

げ，自身は「不安とは何かはっきりと分からないが，

白分自身の存在の中から生じて来る漢然とした恐れ

の感情である」として，不安とは何か，不安の多様

性とその発生原因、不安をいかに対処するか，不安

の意味と価値などの諸点から，不安が人間存在や人

問的成長にとってどんな点でいかに意義深いもので

あるかについて詳細に論考している．ここでの「不

安」は，広範囲で多種の不安について扱っているの

で，一つにまとめることは出来ないが，やはりその

中心は人間学的・哲学的立場からの不安，つまり現

存の不安，実存の不安（死の不安・無意味性の不安・

断罪の不安），形而上学的不安であろう．またこの

論考では，特に不安の視点に関する記述も豊富で，

正常な不安と異常な不安，急性の不安と慢性の不安，

現実の不安と予期不安，原因のわかる不安とわから

ない不安，現存の不安・実存の不安・形而上学的不

安等が挙げられ，示唆的ある．この他に，特性とし

ての不安か状況不安かの視点や発達的な不安かの視

点，成長促進的か抑制的かの視点（成長不安か抑制

不安か），民族差や性差のあるか否かなどの視点が，

補充する視点としては考えられるだろう．

　吉田・小熊（ユ988）は，TimePerspectiveと
Pers㎝alityとの関連に関する問題を，「実存不安」

に焦点を当てて実証的な方法で検討している．ここ

では「実存不安」を「不安は，人聞存在を考えると

き，避けることのできない課題であるが，その不安

を突き抜け，本来の「実存」に達するための，積極

的に意味づけられた不安」のことと定義し，その心

的構造として，生命（「生と死の対置」「生の実感」「生
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の苦悩」）・しごと（「しごとの価値」「しごとの実感」

「一しごとの虚無」）・愛（「実感」「かかわり」「出会い」）

の3範ちゅう（括弧内はそれぞれの具体的視点）を仮

定して，因子分析を用いて検討を進め，実存的な生

き方とその不安に関する貴重な知見を得ている．こ

こでの「不安」は，より人聞存在の根本気分に近い

ものを，実存不安として扱おうとしていると思われ，

いずれ死すべき運命にある人間存在の根本的気分と

しての不安という視点にしっかりと立脚し，実証的

な検討を試みている貴重な研究とも考えられるだろ
う．

（2）児童期，青年期，老年期などの発達段階におけ

る特徴的な不安，主に発達心理学・青年心理学・老

年期心理学の立場からの不安研究における「不安」

の観点．

　松尾（1984）は，児童・青年期の「不安」傾向をを，

時代背景の変化に伴い，展望がもてなくなり自己の

生き方に確信をもてなくなったことによるのではと

の仮説から，昭和34年のデータと昭和亨8・59年の

データを比較し，後年（当時）の方が「不安」感が高

まっているかどうかという視点から「不安」を検討

し，予想とは逆に「不安」は低下しているという結

果を得た．ここでは，GAT（不安傾向診断検査）で

測定されるもの，具体的には下位尺度である学習不

安，対人不安，孤独傾向，自罰傾向，過敏傾向，身

体的傾向，恐怖傾向，衝動傾向が，ここで扱われる

「不安」であった．どれも特に顕著には，不安を発

達的要因からみる視点が含まれていないことに気が
つく．またどちらかというと対象や特質の視点では

不明確ではなく，了解しやすく，特性的不安か状況

的不安かの区別の視点が適さず，精神的（認知的）か

身体的（生理的）か行動的かという視点や対処可能性

の視点から見れば，適するもの不適のものが混在し

ていると考えられよう．不安を望ましくないものか

否かで見る視点では，望ましくないと捉えている点

が全体に共通していることであろう．

　岩脇（1982）は，特性不安か状況不安かの要因

（Spie1berger），不安の発達的な要因，精神分析的力

動的な要因によって不安を捉える長所短所を考慮し

て，改めて「不安」を誘発する条件（人・場面）の主

観的意味あいを検討する重要性を取り上げ，青年期

の不安と怒りの内容について発達的分析を行った．

主な結果では「不安」を誘発する条件として，人に

関する記述が多く，達成に関する不安（自己の能力

や所将来に対する不安），危険な人に対する不安，

友人関係の不安の点から考察され，また不安の状況

の視点については，ユ1才～19才では顕在的な状況が

減少し，潜在的な状況が増加することが発達的傾向
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として考察されている．

　山本（1992）は，従来の不安を2分類し，「抑制不安」

（青年期の人間的成長や自己実現を抑制する不安）と

「成長不安」（青年期の人間的成長や自己実現を促

進する不安）と命名して，尺度作成の過程を経てそ

の特質を実証的に検討した．この「成長不安」では，

その不安を成長促進的か抑制的かと見る視点，実存

的・人間的な根本的な不安かの視点，発達的な不安

の視点，不安を意義深いもの（望ましいもの）とみる

視点等の基本的視点の存在が指摘できる．

　坂田（1981）は，青年の不安と悩みについて，「不

安は対象が不明確で，潜在的な混沌状態の継続であ

る」が，「悩みはその解決を迫られるために起こる

精神的混乱を示すもの」とし区別しながらも，両者

の関係の共通性や流動性も多いことも指摘してい

る．いづれ心配や「不安」な気分となって持続する

恐れについて，青年期では具体的なものや想像的な

ものは減少し，代わって学業の失敗，能力の不足，

人前で何かすること，友人を失うこと等，自我に関

係のある恐れや社会的な恐れが増大するとしてい

る．ここでの「不安」は，発達的な不安の視点や，

対象の不明確さの視点（対象の意識化の程度），対象

の具体性一抽象性の視点，不安が短期間か持続的

かの視点等から，捉えることができる不安とも考え

られる．

　田丸・今井（1989）は，青年の占い指向と不安につ

いて作成した調査を高校生に実施して検討し，特に

「不安」に関しては，対象がはっきりしている不安

（勉強に関する不安，自分の将来に関する不安，地

球の将来に関する不安，人間関係の悩み・不安，被

害に関する不安）と対象がはっきりしない不安（分裂

的不安），体調に現れる不安（顕在性不安）等の不安

構造を明らかにした．ここでの「不安」には，結果

にも明示されているように対象の不明確さの視点，

また精神的（認知的）か身体的（生理的）か行動的かと

いう視点一つまり不安の表出次元の視点，青年期

が不安定な時期であることによる発達的な不安とい

う視点，さらに占いとの強い関連が予想される現代

という時代や希望をもてない暗い未来への不安一

つまり時代精神としての不安という視点，等が含ま

れていると思われる．

　西平（1964）は，「不安」を現代日本青年をもっと

も強く動かしている生の基底気分として重視し，ま

た青年の「不安」の中心は，アンナ・フロイドが言

うように「強い衝動が，いつ抑圧を破って暴露され

るかわからないという不安」であると言う．また小

川（1983）も，精神分析学の観点から，青年期（思春期）

の「不安」は，第二次性徴に伴って出現して来る性

的衝動の高まりによる不安であり，これを抑えるた

め超自我が発動して超自我不安を出現させ，青年を

著しく禁欲的・理想主義的にし，権威者へのエディ

プス感情も活性化されると言う．これらの「不安」

は，発達的な不安という視点に加えて，精神分析学

の精神力動的な不安の視点（不安の原因の視点の一

種）からの捉え方と考えられる．

　下仲（1980）は，老人における不安の特性について
Cattell，R．B．＆Sheier，I．H．がイ乍成したC．A．S．不安

検査を用いて検討し，青年群との比較で，老人群の

方が「不安」が低く情緒的に安定している等の結果

を得たことを報告している．ここでの「不安」は，

C．A．S．不安検査の下位尺度であるQ3｛■）因子（白我

感情を吟味する能力）やC（■）因子（自我の強さの欠

如），L因子（疑い深い），O因子（抑うつ的な自罰傾

向），Q4因子（緊張が強くイライラしやすい傾向）と

いう4つの人格因子によって測定されるものであ

り，まずは老人の不安を特性不安か状態不安かの視

点で捉え，また大学生（青年群）との対比を見ている

点から，発達的な不安という視点も意識しているこ

とがわかる．

（3）パーソナリティの文脈で不安を扱うもの，主に

人格心理学の立場から不安研究における「不安」の

観点1

　桑原（1986）は，人格の二面性と不安との関係につ

いて，独自の質問紙による測定方法を考案して検討

し，人格の肯定的な側面における自己の二面性を意

識化しているものは，かえって不安が低いが，人格

の否定的な側面での自己の二面性を意識している者

は，全体的に不安（中でも欲求不安不満緊張からの

不安）が高くい等の結果を報告している．ここでの

「不安」は，C．A．S．不安検査の結果を不安の測度

とし，パーソナリティにおける不安を検討している

と考えられることから，まず特性不安か状況不安か

の視点の存在を指摘できる．また人格を二律背反的

なものとしてでなく，その内にある対立的なものや

矛盾をそのまま捉えていこうとする本研究の立場か

ら，ここでの不安に関しても精神力動的に捉えよう

とする視点の存在は見逃すことは出来ないであろ
う．

（4）対人不安に関するもの，主に臨床心理学・社会

心理学の立場からの不安研究における「不安」の観
点1

　小川ら（1979a，1979b，1980）や林ら（ユ98！，1982）

らの，対人不安意識に関する一連の研究では，対人

恐怖的心性を意識的な次元から様々な「悩み」とい

う点で尺度化し，様々な側面から検討を行い，例え

ば対人不安は幼少期の家族や他者等との人間関係が
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大きな影響力を及ぼしている等の結果を報告してい

る．菅原（1992）は，対人場面で他者の視線を意識す

る中で感じる「はずかしい」「照れる」「あがる」な

ど差恥感という概念に代表される不安感を社会心理

学的な文脈から，対人不安（SOCial　anXiety）として捉

え，収集した事例についてクラスター分析による類

型化を試み，従来の対人恐怖や「恥」の研究，

Emmbarrassment，Audience　anxiety，Shynessの研究

における類型との比較を行うなどして，示唆に富む

報告を行っている．

　以上の各研究の「不安」はついては，例えば小川

ら（1979a，1979b，1980）や林ら（1981．1982）の研

究では，対人不安心性という言葉に象徴されるよう

に，対人不安をむしろ人の特性的なものとして捉え

ているようであり，一方，菅原（1992）の脚注では「対

人不安を特定の対人場面における情緒的反応あるい

は状態を示すものとして扱いたい」とあり，このよ

うな点からも，ここでの「不安」の視点に関して，

まずは特性不安か状況不安かの視点の存在が明らか

であろう．また対人不安は単に人がこわいのではな

く，どこかで評価される等のある特殊な条件をもっ

た対人的な状況が問題なのであるから，不安の対象

の不明確さ（対象の意識化の程度）という視点での検

討も有効と思われる．さらに，不安のおそろしさの

強度という視点，他者による了解性の視点，病的か

否かの視点，対人不安特性の起源や形成等の原因の

視点，対処可能性の視点，不安の持続期聞が短期か

長期かの視点，精神的（認知的）か身体的（生理的）か

行動的かという視点一つまり不安の表出次元の視

点，また正常な青年期にもその徴候が見られること

等から発達的な視点，民族による違いの視点，等々

の視点からこの対人不安を捉えて，より検討を深め

ていくことも意義深いものであろう．

（5）不安を除去，軽減するべき対象とする，心理臨

床学・臨床心理学などの立場からの不安研究におけ

る「不安」の観点．

　松橋・生月（1991）は，慢性不安を伴う電話時の吃

音の治療の実際例を報告し，そこで他者暗示を併用

した自律訓練法が慢性不安の軽減に有効である等の

結果を得ている．ここでは「不安」を「自律性の心

理的な慢性症状」という観点で捉え，除去あるいは

軽減すべき治療対象としている．対象の不明確さの

視点では，比較的に明確なものと捉えられ，他者暗

示を併用した自律訓練法が有効なことから対処可能

性の視点では対処可能と捉えられ，不安の持続性の

視点では慢性的という点から長期的と捉えられてい

ると考えられる．また不安の表出次元つまり，精神

的（認知的）か身体的（生理的）か行動的かという視点
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ではすべてを含むと判断されよう．また不安の原因

に関する視点でも明確なものと思われる．

　前田（1986）は，児童の不安・恐怖の消去におよぼ

す弛緩訓練の効果を検討するために，不安・恐怖を

示す2名のクライエントに対して，原野（1977）の弛

緩訓練を用いた現実脱感作療法を適用し，緒果とし

てこの弛緩訓練を用いた拮抗制止法が児童の不安・

恐怖反応の消去には宥効であることを示した．ここ

での「不安」も，不安を取り除くべき目標対象であ

り望ましくないものという視点で扱い，対処可能性

の視点，原因の視点などを含んでおり，松橋・生月

（1991）で既述した不安の諸視点とほぼ同様の視点

で，不安が扱われていると考えられる．

　山本力（1992）は，心理臨床学的・精神分析的・対

象関係論的な観点から，分離不安障害を根底にもつ

青年期女性が強い分離不安や抑うつ状態から回復し

ていった面接過程を臨床素材として，分離不安を単

独の状態でなく，いわゆる「いないいないバア」過

程の局面として検討し，分離不安は心理的・内的喪

失体験であり，信頼のまなざしの下での「目守り」

の剥奪体験であること，また分離不安は再結合の希

求をもたらし，面接者との再会によって自己の再獲

得が図られこと等の，仮説的理解を得た、また北村

（1986）も，精神分析的・対象関係論的な観点から，

登校拒否児の母子面接の検討を通して対象喪失の不

安と対象恒常性に関する論考を行っている．この2

研究での「不安」は，どちらも心理臨床学的・精神

分析的な観点から「不安」を捉えている点がその特

徴である．不安の視点という点からは，不安の起源・

原因の視点，発達的な視点，特性か状況かという視

点，精神的（認知的）か身体的（生理的）か行動的かと

いう視点，不安感の意識度という視点（どの程度潜

在的不安か顕在的不安か），不安のもつ個人の人格

発達や人生における意味という視点，望ましくない

ものか否か視点，取り除くべき目的対象か否かの視

点等，を含んだものと考えることができるだろう．

（6）教室場面でのテスト不安や促進不安など，主に

教育心理学的な立場からの不安研究における「不安」

の観点．

　高橋（1981）は，児童のテスト不安の高さの規定要

因に関する検討を行った．テスト不安の測度には

Sarason，S．B．ら（1958）のTASC，抑制的不安だけで

なく促進的不安の側面をも測定尺度にもつA1pert，

R．ら（1960）のAAT，さらに白作の算数・音楽テス

ト不安尺度で，テスト不安の規定要因の測度は，テ

スト成績への自己認知，教師の希望成績に対する子

どもの認知，本人の成績への期待等であった．主な

結果として，自己成績認知を低く見積る者，自己の
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成績と第三者からの希望や本人の希望とのズレの大

きいものは，それぞれテスト不安が高い傾向にある，

等の知見が報告された．

　三野（1989）は，テスト問題の配列と難易度に着目

して，テスト不安とパフォーマンスに関する検討を

行い，主な結果としてテスト不安の高いものは遂行

成績に関して配列の影響を受けやすく，テスト問題

がやさしいものから難しいものへと配列されること

が望ましいこと等，が示された．また島田・今林・

池田（1988）も教育心理学的な観点から，青年期の前

期にあたる中学生を対象に，テスト不安に及ぼす課

題困難度と自我関与度（動機づけ）の効果を検討し，

テスト不安が学習に妨害的に働くなど従来の研究結

果を支持する知見のほか，有意義な知見を報告して

いる．

　以上の研究でのテスト不安の定義はどれもほぼ同

様で共通項をまとめると，テスト場面やそれと類似

した場面など評価を含む課題事態で生じる不安，と

捉えている．「不安」の視点に関しては，対象の不

明確さの視点（一応，対象がテストであるという点

では明確），短期か長期化の視点，他者による了解

性の視点，病的か正常かの視点，望ましくないもの

かの視点，取り除くべき目標対象かどうかの視点，

特性不安か状況不安かの視点，生理的覚醒（一過性

の情動）か持続的気分かの視点，対処可能性の視点，

不安の表出次元の視点，不安の原因の視点等，が含

まれていると考えられる．

（7）不安尺度に関するもの，主に不安を客観的に測

定する不安尺度研究の立場からの不安研究における

「不安」の観点．

　大村（198！）はTay1or，J．A．の顕現性不安尺度

（MAS）に関して，自身の一連の研究を含む内外の

おもに因子分析による研究を整理し，その知見を踏

まえて自らの因子分析的祈究によるMASの基本的

因子結果の妥当性を確認し，また精神疾患者の結果

から不安の分化度（一種の明瞭性）が健康な不安かど

うかの目安となることを示唆する等の知見も報告し

ている、

　平井・岡安・芦田（1987）は，最近の不安尺度研究

の動向を概観して，元来不安動因説を基に作成され，

後には特性不安に焦点を当てて不安を測定している

とされるTay1or，J．A．のMAS（顕現性不安尺度）か

ら，情動・感情の認知理論から発展した
Spier1bergerの状態一特性不安理論による，状態不

安と特性不安を分けて測定できるSTAIへの流れを

指摘し，次の発展の一つの方向として，状態不安は

個人のその多次元的な特性不安と状況と相互作用に

よって決定されるとするモデルをもとにEnd1er，N．

S．＆Okada，M．（1974）が作成したS－RGTAについ

て言及し，その日本語版作成を試みている．

　岩永（1988）は，先行研究の検討から不安反応の表

出次元の多様性を考慮することの重要性を指摘し，

Schwartzら（ユ978）の認知的不安反応と身体的不安

反応の2次元を別々に測定する尺度CSAQから，次

元を3つに増やして認知・生理・行動の3要因モデ

ルに基づく不安尺度の作成を試みた．

　以上の研究で特に特徴的な「不安」の視点につい

ては，特性不安か状態不安かの視点，どのような場

面・状況での不安かという視点，不安の表出次元の

視点つまり精神的（認知的）か身体的（生理的）か行動

的かという視点，不安感の意識度という視点（どの

程度潜在的不安か顕在的不安か）等が指摘できるよ
う．

（8）不安を遂行行動・生理指標を用いて研究する，

主に実験心理学的な立場からの不安研究における
「不安」の観点．

　寺崎（1981）は，不安の実験心理学の観点から，人

格特性としての特性不安（Spie1berger，C．D、）とスト

レッサーの型との関係を検討するため，非自我脅威

的事態としてノイズ音という物理的ストレッサーを

用いて，MASによる高不安者と低不安者の作業遂

行に及ぼす影響を比較した．主な結果としてMAS

の高不安者は，高動因を保持している．わけでないこ

と，すべての種類のストレス場面で，常に不安を喚

起しやすい個人であるとはかぎらないこと等が指摘

された．

　また大河内・坂野（1985）は，実験心理学的・認知

行動論的な観点から，物理的・主観的な対処行動実

行困難度が，状態不安尺度（STAIより）および生理

的反応（心拍）により測定される状態不安（一種のス

トレス反応）喚起に及ぼす影響を検討し，主な結果

として，対処行動の実行が困難である場合，容易な

場合より高い生理的覚醒が対処行動前に喚起される

ことが示された．

　吉田・岩永・岩崎（1988）は，やはり実験心理的な

観点から，身体的危機状況と自我脅威状況からなる

2つの不安喚起事態を設けて，その事態で喚起され

る不安（心拍水準と心拍変動性という生理的覚醒が

指標とされた）の差異を検討し，主な結果として身

体的危機刺激でる電撃よりも，自我脅威刺激である

他者による観察下でのポルノ呈示の方が高い不安を

喚起することが示された．

　以上の研究でとりわけ特徴的な「不安」の視点に

ついては，やはり特性不安か状態不安かの視点，ど

のような場面・状況での不安かの視点（不安を誘発

する条件の視点），不安の表出次元の視点つまり精
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神的（認知的）か身体的（生理的）か行動的かという視

点，生理的覚醒（一過性の情動）か持続的な気分かの

視点，対処可能性の視点，望ましくないもの否かの

視点，等をあげることができるだろう．

結果および考察

　以上の文献的な検討から得られた「不安」を把握

する上での幾つかの基本的視点を整理し並べると，

以下のようになる．（なお，特に関連すると思われ

る視点に関しては，同じ英文字に番号を符してい
る．）

a一ユ）不安対象の不明確さ（対象の意識イヒの程度）とい

　　う視点

a．2）不安対象の特質が具体的なものか抽象的なもの

　　かという視点

a．3）不安対象が今現在の事象か近未来予想の事象か

　　という視点

b）不安の表出次元の視点（精神的（認知的）か身体

　　的（生理的）か行動的か）

C．1）短期か長期かという持続性の視点

C．2）生理的覚醒（一過性の情動）か持続的気分かの視

　　点

d）恐ろしさ・こわさの強度という視点

e）不安の意識度の視点（潜在的不安か顕在的不安
　　か）

f．1）他者による了解可能性の視点

f．2）病的か正常かという視点

g）性格傾向（特性不安）か状況不安かという視点

h）どのような状況・場面での不安かという視点

i）　発達的な不安という視点

j．1）人間の生と不可欠の根本的・実存的な不安かと

　　いう視点

j．2）個人の人格発達や人生における不安の意味を考

　　える視点

j．3）意義深い不安かどうかという視点（成長促進的

　　な不安か抑制的な不安か）

k．1）その不安が望ましくないものかどうかの視点

k．2）取り除くべき目標対象かどうかの視点

1．1）不安の起源・原因を考える視点（哲学的人間学

　　的な考え・精神分析的力動的な考え・行動主義

　　的学習理論の考え・認知理論の考え等）

1．2）対処可能性（対処可能か困難か）の視点

m）対人不安という視点（差恥・観衆不安等の社会

　　心理学的なSOCia1anXiety，対人恐怖傾向等の

　　臨床心理学的な対人不安）

n）民族による不安の違いという視点

O）その時代のもつ時代精神による不安

ユ8ユ

　以上のような「不安」把握の基本的視点を得たわ

けであるが，これらの視点は，ただ単に従来の或は

これからの不安研究や「不安」そのものを，より総

合的に把握できるだけではない．換言すれば各不安

研究で扱われている「不安」を不安に関わる現象の

全範囲（いわば「不安空間」とも呼べる）の中で位置

づけられる可能性をもつだけでないと考えられる．

すなわち，例えばMASの不安動因理論の考えを，

不安が望ましいものか否かの視点で検討したり，実

存的根本的な不安の視点と成長促進的不安の視点の

関係の検討をはじめ，除去すべき不安の視点と不安

の意味・意義の視点の関係，対象の不明確さ（意識

化の程度）と対処可能性の視点や不安の表出次元の

関係，また不安の了解可能性の視点と，不安の起源

や原因の視点や恐ろしさ・こわさの強度（脅威とし

て感ずる度合）との関係，対人不安の視点と発達的

な不安の視点との関係，等々の異なる“視点間”の

異同や（不安空間全体の中での位置）関係の検討，さ

らに同じ視点内で反対の極にある研究同士の「不安」

の質の違いの検討（いわば“視点内”の対極不安の

検討）を試みることは，新しい不安の知見を得る上

で意義深いことと思われる、これは不安研究の今後

に残された大きな課題であろう．

　今後の不安研究に望まれることの一つは，各々の

不安研究者がこれまでの自分の「不安」の捉え方の

パターンを，本研究で抽出された諸視点などを参考

にして改めて検討し，自分の「不安」がどこに位置

づけられる不安なのか認識し，さらには他の視点を

含む異なる不安研究との有機的な関連を考慮しつ

つ，不安研究を深化発展させていくことではないだ

ろうか．

　なお，可能な限り数多くの文献について言及する

つもりであったが，なお触れ残した論文が少なから

ずあった．また，筆者の見落とした重要な文献もあ

ると思われる．さらに，今回取り上げた各不安研究

に関して筆者自身による誤解や理解の浅さも，危倶

するところである1御教示願えれば幸いである．

要　約

　本研究の目的は，本邦の過去15年間の不安研究で

扱われている各々の「不安」の特質の検討を通して，

多面性をもつ「不安」の諸相をより総合的に把握す

ることのできる基本的視点を，できる限り抽出し明

確にすることであった．研究テーマやアプローチの

違いによって大きく8分類された過去の不安研究の
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各々について，取り扱われている「不安」に焦点を

当て様々な側面からの検討がなされ，基本的視点が

抽出されたI結果として，不安の意識度の視点（潜

在的不安か顕在的不安か），性格傾向（特性不安）か

状況不安という視点，発達的な不安という視点など，

不安の把握に役立つ23個の基本的視点に整理され

た．まとめとして，これらの基本的不安視点の今後

の「不安」研究発展への有用性が討論された．
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